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福島県鹿島町付近に分布する石灰岩中の有機物一（1）一有機炭素，有機窒素，炭化水素
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　The　contents　Gf　organic　carbon，organic　nitrogen　and　soluble　organic　matter　in　the

Jurassic　limestone　in　the　vicinity　of　Kashima－machi，Fukushima－ken，northeast　Japan。have

been　determined　chemica11y．In　this　paper，the　authors　have翫ttempted　the　geochemical　inves－

tigation　about　the　distribution乱nd　the　state　ofpresence　ofthe　above－stated　components。

　　　The　relation　between　the　organic　carbon　and　organic　nitrogen　contents　in　the　limestone

shows　a　good　logarithmic　linearship　in　the　acid　insoluble　residue　than　in　the　Iimestones。There一

£ore，theorganicmatteris　closelyrelatedwiththe　acidinsolubleresidue，The　contentofsohble

organic　matter　shows　Iow　value．The旦ve　sedimentary　cycles　may　control　the　compositiQn　of

extractable　organic　matter．

要　　旨

　福島県鹿島町付近に分布するジュラ系石灰岩中に含ま

れる有機炭素，有機窒素，抽出有機物の定量を行なっ

た。本論文において著者らは，上記の成分の分布やその

存在状態について地球化学的考察を試みた。当地域の石

灰岩中の有機炭素と有機窒素は，石灰岩中においてより

も石灰岩の塩酸不溶解残さ中において，よりよい正対数

直線関係を示す。それゆえに有機物は塩酸不溶解残さと

密接な関連をもっている。抽出有機物の含有量は非常に

少ない。有機物の組成は5回の堆積輪廻に支配されるも

ののようである。

1．はしがき

　著者らが行なってきた石灰岩中に含まれる有機物の地

球化学的研究は，石灰岩の生成環境の推定に有機地球化

学的手法を役立てたいと考えてはじめられた。

　石灰岩中に含まれる有機物の研究は，海外において

は，石灰岩・ドロマイトが，石油・天然ガスの貯留岩や

根源岩になっていることから，炭化水素鉱床の成因と関

連してさかんに行なわれている。わが国においては，石

＊技術部
継鉱床部

灰岩が石油の貯留岩注1）・根源岩になっている例はほと

んどなく，したがって炭酸塩岩石中の有機物の研究は皆

無に等しい。

　堆積物中の有機物は，それをとりまく環境を鋭敏に反

映して酸化分解しやすいので，一般に有機物の供給が多

く，かつ酸化分解を受けにくい還元的環境においての

み，保存が良いとされている。石灰岩は生物の生息に適

した温暖な気候で，かなり酸化的環境において生成した

ものと考えられている。それにもかかわらず石灰岩には

かなりの有機物を保存している例があり，かつ油徴のあ

る例もある。しかし一方ではほとんど有機物を含まない

ものもある。また非常に古い先カンブリア紀の化石中に

有機物の存在が確かめられている。炭酸塩鉱物と有機物

がむすびついている機構は解明されていないが，炭酸塩

と結合している有機物と，錯塩を形成している有機物あ

るいは吸着などにより泥質岩と結合している有機物と

は，異なった行動をとるものと思われる。

　本研究では，石灰岩中の有機炭素・窒素・全有機物・

混合有機溶媒により抽出される有機物などの含有量，分

布状態および存在状態を明らかにするとともに，有機物

と堆積環境との関連について地球化学的考察を試みた。

注1）近年発見された秋田県福米沢（ふくべざわ）油田が現在までに

　　報告されている唯一のド官マイト貯留岩の例である。
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　　第1図地質図および試料採取位置図
　　Geological　map　and　sampling　localitys

地質図は江口・庄司（1965）による。

試料採取地　①小池原地区　②羽山地区　③富沢地区　④小山田地区

　なおこの研究は当所の藤貫・五十嵐らの主として無機

地球化学的および鉱物学的研究と密接な関連をもって進

められた。

　本文を草するにあたり，藤貫正技官より未発表の無機

成分の資料をいただき，また有益な助言をいただいたの

でお礼申し上げる。牧真一技官には有機分析を行なうに

あたって，分析技術上の御指導をいただいた。また本稿

を御校閲いただき，数多くの有益な御助言をいただいた

地球化学課長本島公司技官に心からお礼申し上げる。

2．地質・堆積環境

　福島県鹿島地区の地質については，正谷（1950），木村

（1954），MORI（1963）らの研究がある。それらの研究結

果によると，当地域の石灰岩は古生層・花歯岩などを基

盤として，その上位に発達するジュラ紀地層（栃窪層・

中ノ沢層・富沢層・小山田層）中の中ノ沢層上部に存在

する。中ノ沢層は正谷によると，③上部・小池石灰岩，

②中部・粗粒砂岩層，①下部・砂岩“頁岩”層の3帯に

分けられる。石灰岩層は厚さ約30～50m，走向ほぼ南北

で数㎞にわたって分布している。木村は小池石灰岩を

さらに下位魚而状石灰岩，上位黒色緻密石灰岩に分けてい

る。小池着灰岩はいわゆる鳥ノ巣石灰岩と同種の多数の

二枚貝，ストロマトポラ類，サンゴ類を含むが，成層を

なして存在するなどの点から，レンズ状で存在する典型

的な鳥ノ巣型石灰岩とは多くの点で異なっている。

　小池石灰岩については，さらにFOLK（1959）の岩石学

的分類を基礎にした江口・庄司（1965）による詳細な研

究報告がなされている（第1図，第2図参照）。それによ

ると石灰岩は，もっとも標式的に発達する小池地区にお

いては，第2図左側に示されるように5回の輪廻層から

なり，一つの輪廻層は，下部に60sparite注2〉，その上部に

生物の微少糞に富むbiospariteと石灰藻に富むb圭omic－

rite注3）との互層からなっている。したがって，当地域に

おいては，5回の断続的地盤の沈降あるいは海水面の上

昇により，温暖で浅い，しかも流れの速い渦動流を伴う

海峡に近V・バンクのような環境で60spariteが形成さ

れ，つぎにしだいに堆積物の増加などで水深が小さくな

り，静かな礁湖や障壁ができ，水流もおだやかとなり，貝

類などにとむbiospariteと石灰藻などにとむbiomicrite

などが生成されたと思われる。

注2），注3）　micrite－microcrysta11ine　calcite　o6zeは海水中で化学

　　的沈殿により急速に海底沈積したもので，湾や墨礁中の浅い暖

　　かい静水底に沈積している。
　　sParite－sParry　calcite　cementは岩石中のmicrocrystalli－

　　ne60zeが水流で洗い出され，その結果生じる空隙を充填して

　　形成されたものである。
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　第2図　柱状図およぴ試料採取地点図

Geologic　column　and　sampling　points

地質柱状図は江口・庄司（1965）による。

　　柱状図横の数字はサンプル番号

3．試　　料

　試料採集は江口・庄司の柱状図に従って行なった。試

料採取地点を第1図，第2図に示す。F小池原においては

だいたい下部より上部まで連続的に露出している。試料

の調製はつぎのようである。まず露頭の風化していない

ところから2～5㎏採取する。そのうちの内部の新鮮な

部分をとってジョークラッシャーで粗砕する。それを磁

製のボールミルに入れ8～16時間粉砕して，100メッシ

ュアンダーの粉末試料とする。この粉末試料を70℃で8

時間乾燥して分析試料とした。

4．分析方法

　4．1塩酸不溶解残さ

　粉末試料10～309に3N塩酸を過剰に加え炭酸塩を溶

解し，ガラスフィルターでろ過する。得られた沈殿物を

70℃で恒量となるまで乾燥する。ただし粘土分が多い湯

合は5時間乾燥し秤量した。

　4．2有機炭素
　塩酸不溶解残さについて元素分析を行なって炭素の値

を求め，原試料あたりの値に換算した。

　4．3有機窒素（ケールダール窒素）
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塩酸不溶解残さについてセミ・ミクロケールダール法

により窒素の値を求め，原試料あたりの値に換算した。

4．4全有機物
有機炭素の値に，FoRsMAN　and　HuNT（1958）によって

与えられたファクター1．22を乗じ全有機物の値とした。

4．5混合有機溶媒による抽出およびクロマトグラフ

　　イー
SMITH（1954）により開発され柳下ら（1954）によっ

て改良された方法を用いた。

混合溶媒による抽出：粉末試料600～9009をソック

スレー抽出器によって，ベンゼン・アセトン・アルコー

ル混合溶媒（50：25：25）で36～72時間抽出する。抽出

溶媒をロータリーエバポレーターで軽く減圧乾固させ

る。これを再び二硫化炭素，混合溶媒に溶かし，秤量び

んにろ過して，70℃で減圧乾燥，恒量としたのち秤量す

る㈹。一方抽出に要した量と同量の混合溶媒を同様に処

理してブランク値を求める㈲。㈲一㈲の値を全抽出有機

物の値とした。

　クロマトグラフィー；径1cm，長さ約25cmのカラム

にn一ヘキサンでしめらせた活性アルミナ（100～200メ

ッシュ）を約15mZ流しこむ。このクロマト柱に，抽出

物を①n一ヘキサン（約30ml），②ベンゼン（約30ml），

⑧ヒ。リジン，アセトン，アルコールの順で溶かし，流出

させる。それぞれの留分を秤量した秤量びんに集める

と，n一ヘキサン留分には脂肪族炭化水素，ベンゼン留分

には芳香族炭化水素，ピリジン留分には0－N－S化合物

が得られる。各留分を減圧乾燥垣量にして秤量する。一

方同様に処理した試薬のブランク値をこれらの値よりさ

し引いて各留分の値とした。

5．結　果

5．1有機炭素，有機窒素と全有機物量

上記の方法によって求めた分析値を第1表と第3図に

示す。有機炭素，窒素量共に全般的に少なく，有機炭素

量は0．04～0．31％（平均0．13％），有機窒素量は0．002～

0．077％（平均0．015％）の間に分布している。有機炭

素，有機窒素，全有機物量の垂直および水平方向への変

化に一定の傾向はみられない。しかし，小池3，小池13

は共に塩酸不溶解残さが50％をこえるものであるが，有

機物含有量が多くとくに有機窒素の含有量が多い。だい

たいにおいて塩酸不溶解残さの多いものに有機物が多く

含まれている傾向がみられる。

第4図にみられるように，無機元素のうち大部分を占

めるカルシウム，マグネシウム含有量の変動と有機物の

変動との問に関連性はみいだされない。また全鉄含有量

の垂直変化は，有機炭素，有機窒素量に平行して変動し

ている。

　5．2　クロマトグラフィーによる結果

　クロマトグラフィーによる結果を第2表と第5図に示

した。混合溶媒による抽出量は非常に少なく，多いもの

で110ppm，平均36ppmである。抽出物の色も薄く黄

褐色から褐色であり，従って，ヘキサン留分は無色透

明，ベンゼン留分は淡黄色，ピリジン留分は褐色からア

メ色であった。全抽出量中に占める炭化水素の割合は，

種々のnonrescrvoirrockに較ぺると高く（平均34．7％）

クロマト残さが少ない。全抽出量および各留分の層位に

よる変化に一定の傾向はみられなかったが，塩酸不溶解

残さの多い小池の第一，第二輪廻の試料中に炭化水素含
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　　　　第1表　福島県鹿島町付近に分布する石灰岩中の有機物，C翫O，MgO，Fe203

0rganic　matter，GaO，MgO　and　Fe203in　Limestones廿om　Kashima－machiarea，Fukushima－ken

試料番号

小　池　26

　〃　　23

　〃　　22

　〃　　21

　〃　　19

　〃　　17

　〃　　　14

　〃　　13

　〃　　　9

　〃　　　7

　〃　　　6

　〃　　　5

　〃　　　3

　〃　　102

　〃　　104

　〃　　106

羽　山　　2

　〃　　　5

　〃　　　8

　〃　　12

富　沢　14

　〃　　　6

　〃　　　5

　〃　　　3

羽山南　6
羽山北　　3

小山田　　5
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0．22

0．00

1．09

0．00

0．16

2．73

0．33

1．80

1。86

0．82

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0．00

0。00

0。00

0．44

Fe203

　（％）

0．36

1．61

1．34

0。85

1．50

0．84

1．07

2．72

0．48

2．98

2．42

1．28

2．78

0．32

0．18

0．29

0．36

0．39

0．43

0．51

0．41

O．54

0。35

1．35

GaO，MgO，Fe203の分析値は藤貫（未発表）による

有量は少なく，クロマト残さが多い。他の地区では，一

般に抽出量は少なく，炭化水素の占める割合は高い。水

平方向における変化は，富沢の試料がかなり変質してい

たことや，羽山の試料を含めて試料数が少ないことか

ら，目立った傾向は見出せなかった。

6．考　　察

　6．1有機炭素，有機窒素と塩酸不溶解残さについて

　当地域の石灰岩中の有機炭素平均含有量は0．13％，全

有機物平均含有量は0．16％である。著者の一人渡部

（1967）が先に求めた古生代赤坂石灰岩中の有機炭素の平

均値o．08％よりも多い。GEHMAN，JR・（1962）が求めた，

カンブリア紀から第三紀までの世界の1，066コの頁岩中

の有機物平均含有量L14％，石灰岩346コの平均値0．24

％に較べるとかなり少ない。

　有機窒素量はかなりのバラツキを示す。とくに塩酸不

溶解残さの多いものに有機窒素量が多い傾向がある。石

灰岩中の窒素量についての研究はきわめて少ないが，R－

UDSONが求めたジュラ紀の石灰岩中の窒素の値は0．002

～0，009％の間に，Pre－Pleistoceneの軟体動物化石中の

値は0．002～0，014％の間にある。これらの値に較べる

と当地域の石灰岩中の有機窒素量はかなり高い値を示

す。有機窒素の保存がよいのは，有機窒素量が塩酸不溶

解残さ量と強い相関関係を示すことなどから泥質分が多

39一（265）



地質調査所月報（第22巻第5号）

小池
　oγ9．C％　　　oγ9，N％　　　　CαU＋Mg脳　　　　　ハ12u3脅

0α10，2α30α020，04αG60　10203040500　LO20aO鳳O

「㈱

蜘一

v
一
　
一
　
一
　
圏
一
　
一
　
一
　
一
皿
一
　
一
　
一
　
　
一
■
一
　
　
一
　
一
　
一
一
　 一　一　『

工

ン鷺イ

臨’罰』』．

oγgC％　　oγgN％ Cα0＋MgO％ A1203％

堆

積

輪

廻

第4図　小池地区の有機炭素，有機窒素CaO＋MgO，A1203の垂直分布
Vertical　distribution　of　organic　carbon，organ1c　nitrogen，CaO十MgO，

A1203at　Koike

　　　　　　（柱状図は五十嵐の実測による）

小池

　oT9αnicmαtteγ％　soiubIeoγ9qnicmotteγ

　O　O．l　O2030A　O　20昏06080100〔ppm）

羽山

堆

積

翰

廻

o

　　　　　　　富沢
oγ9，m．％　　solubleoγ9，m．　oγ9．m．　solubleoγ9．田・

O．l　O203　0　20ヰQ（ppm）　　G　O．i　G，20　20ヰG

10m

0
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Vertical　distribution　of　organic　matter　and　soluble　organic　matter　at　Koike，

Hayama　and　Tomizawa

いためであろうか。

　org。c／org。N比は大変にバラツイて，2～26の問にあ

る。その平均値は12．5で，当地域の石灰岩が比較的泥質

であることが，このように低い値を示す原因であると考

えられる。

　EUDSON（1967）によると，現世の軟体動物殻中のorg．

c／org．N比は3～36であるが，Pre－Pleistoceneのこれら

化石中のorg。c／org。N比は30～100と高v・値を示す。ま

た，ジュラ紀の石灰岩におけるその値は30～100程度で

ある。すなわち彼は，窒素はタンパク質，ポリペプチド

の分解により比較的早期に失われて，続成過程でorg・c／

org・N比の値は大きくなると述ぺている。

　しかるに，当地域において，中生代の石灰岩であるに

かかわらずorg・c／org・N：が，これらHUDSONの値にくら

べて小さいのは，泥質石灰岩の有機地球化学的特徴がよ

く保持されていると結論される。

　当地域の石灰岩中の有機炭素，有機窒素量を，それぞ

れ対数目盛でプロットしてみるとかなりのバラツキを示

す（第6図参照）。同様な試みを塩酸不溶解残さ中の有機

炭素，有機窒素，org。C／org。N比について行なうと，石

灰岩中においてはバラツイていた点が，残さ中ではかな

りよい直線関係となる（第7図，第8図参照）。この関係
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　　　第2表　有機溶媒による抽出量とクロマトグラフィーによる結果

Amounts　oforganic　extracts　and　the　composition　ofthe　chromatographic　f｝actions

試料番号

小　　池

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

26

23

22

21

19

17

14

13

　9

　7

　6

　5

　3

102

106

羽　　山　　　2

　〃　　　　　5

　〃　　　　　8

　〃　　　　12

富　　沢　　14

　〃　　　　　6

　〃　　　　　5

　〃　　　　　3

羽　山　南　　6

羽　山　北　　3

小　山　田　　5

試料1㎏中の

抽出量　（mg）

41．8

48．5

50．7

26．0

41．2

36。8

26．8

55．2

31．2

88．2

14．2

43．0

110．2

19．3

22．7

22．7

34。8

33．3

26．8

36．7

24．7

24．8

29．2

20．0

23．0

34．5

液体クロマトグラフ（％）＊
パラフィン’十シ
クロパラフィン！

25．9

28。9

23。7

27．6

27．5

24．9

11．2

15．7

2．7

12．1

3．5

20．2

22．8

18．1

26．5

18．4

28．7

20．0

24．8

42．7

27．7

14．8

29．7

8．3

20．3

23．7

芳　香　族

14．7

9．3

13．2

23．8

15．0

17．6

1．2

5．7

3．7

6．4

11．8

7．3

3．0

24．1

12．5

16．9

10．5

16．5

16．2

18．2

28．4

18．1

17．1

17．5

13。0

9．7

0－N－S
化　合　物

26．3

26．1

26．3

28．2

27．9

30。8

39．4

29．6

27．8

21．7

24．7

13．2

18．3

52．6

33．1

36．0

25．4

24．5

21．2

31．4

34．4

59．7

19．4

39．2

36．2

29．9

残 さ

33．1

35．7

36．3

20．4

29．0

26．7

48。5

49．0

65．8

59．8

60．0

59．3

55．9

5．2

27．9

28．7

35．4

39．0

37。9

7．7

9。5

7．3

33．8

35．0

30．5

36．7

全抽出量＊＊

　（％），

0．004

0．005

0．005

0．003

0．004

0．004

0．003

0．006

0．003

0。009

0．001

0．004

0．011

0．002

0．002

0．002

0．003

0．003

0．003

O．004

0．005

0，002

0．003

0．002

0．002

0．003

＊抽出量に対する重量％

＊＊原岩に対する重蟹％

は石灰岩について，はじめて認められた事実である。

　粘土質堆積岩および現世堆積物について，同じく有機

炭素量と有機窒素量を対数目盛にとると，ARRHENlus

（1950），BADER（1955）などが指摘したように，しばしば

直線関係を示し，その回帰直線のこう配は堆積環境を反

映するものである。

　今回の研究で石灰岩にっいて，同じ関係が成立したこ

とは注目される。

　つぎに・当地の石灰岩中の有機物の存在状態にっい

て考察を進める。一般に石灰岩中の有機物の存在状態と

して考えられるのは，次の4つである。①ditritalな有

機物，②炭酸塩鉱物とむすびついたもの（結合状態はよ

くわかってV・ない），③無機元素とcomplexを作っている

もの，④粘土鉱物に吸着されているもの，などである。

　当地域の石灰岩にみられる地球化学的特長としては次

の3つがあげられる。①有機物はカルシウム，マグネシ

ウム含有量とあまり相関関係を示さない，②塩酸不溶解

残さが多い，③Iog　org．C，10g　org．Nが石灰岩中におい

てよりも石灰岩の塩酸不溶解残さ中において直線関係に

ある，などである。従って，当地域の石灰岩中の有機物

の大部分は，detritalな有機物あるいは炭酸塩鉱物にと

りこまれたものよりも，無機元素とcomplexを作るか，

または粘土鉱物により吸着されて存在していると推測さ

れる。
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insoluble　residue

　この結論は，E肛ER＆YOUNG（1960）の石灰泥によ

る有機物の吸着はほとんどないという実験的結果や，

LoNG，et　aL（1964）によるmixed　layer　mineralが豊富

なところに不溶性有機物の含有量が多いという研究結果

からも支持される。

　最後に有機物と黄鉄鉱などにっいて少し触れる。無機

元素のうち，主要成分であるカルシウム，マグネシウム

は有機炭素，有機窒素とほとんど相関関係を示さないが，

鉄と有機物は小池地区に関する限りかなり良い相関関係

を示す。有機炭素，有機窒素，org．C／org．NとFeS2注4）

との関係をそれぞれ対数目盛で図示すると直線関係が得

られる。org，C／org．N比とFeS2とは逆相関となる（第

11～15図参照）。

　黄鉄鉱と不溶性有機物は還元環境を表わすGeochemi－

calindicatorとしてしばしばもちV・られる。しかし，古

地理的環鏡の違い，有機物の分解に対する抵抗の強弱に

よって，有機炭素と黄鉄鉱とはかならずしも簡単な直線

関係を示さないとするNEGHA＆FAvRETTo（1964）の説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
は妥当と考えられ，また水でときどき洗われるintertida

Hatで沈殿する鉄のphaseはFe203，iron　monosulphide

の型で存在し，early　diagenesisの結果黄鉄鉱が生じた

とするLOVE（1967）の説も理解される。

　当地域に分布する石灰岩中の黄鉄鉱にっいては，江

口・庄司（1965）によるとsparry　calciteよりもmicrite

に集中している。しかもmicriteに有機物含有量が多

い。当地域の黄鉄鉱の成因についてはKIMURA（1953）の

研究があり，黄鉄鉱は還元的な環境において一次的に生

注4）ここで示すFeS2は・実際にFeS2を定量したものではなく・
　　便宜的にtotal　Feより塩酸可溶性Feを差引V・てFeS2に換
　　算したものである。黄鉄鉱が希塩酸に溶解しなV・ことはELLI－

　　NGBoE＆WILsoN（1964）によって確かめられn’る。
　　ELLINGBoE，」．＆WILsoN，J・（1964）＝A　Quantative　sep－

　　aration　of　Non－carbonate　minerals．　Jo乞‘7．5砿，P酔oJ。，

　　voL3些，no、2，P。〈襲12－418．
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　　　第9図　塩酸不溶解残さのX線回折図
X－ray　diffraction　patterns　of　the　acid　insoluble　res三due

成したよりもむしろ，まず酸化的な環境において石灰岩

が生成したのち，二次的に生成されたとしている。

　したがって，黄鉄鉱と有機物の関係は，続成作用とも

関連して今後なお検討を必要とする問題である。

　6．2液体クロマトグラフィーによる結果

　一般に一っの堆積盆において堆積環境に変化がない場

合は，時代が古くなるに従って全抽出量は減少するが，

炭化水素の割合は増加する。

　当地域に分布する石灰岩には，全体的に抽出有機物量

が少なく，上位から下位にむかって減少の傾向はみられ

なV・。これはbiosparite→micriteの互層からなる堆積輪

廻を何回も繰り返し，沈積環鏡が変わったためであろう。

　泥質岩（non　reserv・irである）に較べ炭化水素の占め

る割合は，試料番号小池9（6』4％），6（15．3％），7（18，5

％）を除いて著しく高い。これは石灰岩中において炭化

水素が未分解な有機物から，続成作用の過程でより効果

的に生成されたと考えられるほかに，石灰岩が酸化的環

境で堆積したため，不安定な有機物が分解し，安定な炭
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化水素が残った結果，炭化水素の占める割合が相対的に

多くなったと考えられる。

塩酸不溶解残さの多い試料に炭化水素が少なく，　0－

N－S化合物が多いのは，極性のある有機化合物が粘土鉱

物により吸着されて，分解から保護されているためであ

ろう。

　炭化水素，0－N－S化合物，クロマト残さの各成分の

割合を三角ダイヤグラムで示すと第15図のようになる。

小池の第一，第二輪廻の試料は，第三，第四輪廻に較べ
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　　　　　FeS2。1。

　第14図　C／N比とFeS2の関係
Relation　between　C／N　ratio　and　FeS2

て炭化水素が少なくクロマト残さが多い。小池の第五輪

廻と富沢の3試料はクロマト残さの占める割合が非常に

少ない。各輪廻層および地域ごとにまとまった点の集ま

りとなり，明らかに各輪廻層による差，または地域によ

る差を示す傾向がうかがわれる。

　このように抽出有機物の組成に，堆積輪廻による差が

生じた原因はよく理解できないが，古地理的環境の変化

の繰り返しが，organicsourcematerialや泥質物の含有

量に差を生ぜしめ，つづいて有機物の分解や保存の機構

に違いを生ぜしめたものと推定される。

7．　まとめ

　小池石灰岩にはかなり有機物が多いが，抽出有機物量

は非常に少なく，全有機物量のわずか2．5％を占めるの

みで，残りの大部分は不溶性の有機物である。また不純

物が多く，塩酸不溶解残さ中において10g　org・Cとlog

・rg。Nが直線関係となる。有機物量は石灰岩の主要成分

であるカルシウムやマグネシウム含有量とはほとんど相

関関係を示さず，泥質物と結合してよく保存されている

ように見受けられる。有機窒素がよく保存されているの
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第15図　クロマトグラフィーによる溶出分の炭化水素一〇一N－S化合物一残さの3成分系図

Triangular　diagram　of　Hydrocarbon－0－N－S　compounds－Residue　composition

of　the　chromatographic　fraction

も泥質分が多いためであろう。有機物は無機元素のうち

とくに鉄と良い相関関係を示すが，石灰岩中の黄鉄鉱と

有機物の関係にっいては，なお詳しい研究が必要であ

る。

　有機混合溶媒（ベンゼン・アセトン・アルコール）に

よる抽出量は非常に少ないが，炭化水素の保存はきわめ

てよい。各留分の占める割合を三角ダイヤグラムで表わ

すと，各堆積輪廻ごとにまた地域ごとにまとまった点の

集まりとなる。有機物の組成は堆積輪廻に支配されて変

化しているように見受けられる。

　堆積輪廻と有機物の関連については非常に複雑で難し

い問題であるので，今後あらゆる方面からの検討が必要

である。
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